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2024年 7月 19 日 
株式会社日立製作所 

日立、英国イースト・コースト本線における鉄道車両で 
次世代のデジタル技術による前方監視試験を開始 

 株式会社日立製作所(以下、日立)の鉄道システム事業におけるグループ会社である日立レールは、英
国の Network Rail(以下、ネットワーク・レール)、London North Eastern Railway(以下、LNER)、
CrossTech(以下、クロステック)と共同で、線路沿いの植物や地盤など、自然環境や線路の異常を監視
する最新のデジタル技術による前方監視試験を開始しました。 
リアルタイムで鉄道車両の走行エリアを監視することで安全性がさらに向上し、線路へ張り出した樹木、

線路上の落ち葉、地盤沈下など、設備や車両への損傷や遅延を引き起こす可能性のある潜在的な危険
を検出します。ネットワーク・レールは以前、英国南部地域だけで年間 300 万ポンド(6 億 1500 万円*1)もの
植物関連の事故費用がかかると推定しました。 
新しい FFCCTV(Front Facing CCTV、前方監視カメラ)は、今年 5 月から 12 ヶ月間の試験のため、

LNER の“AZUMA”車両の運転室に設置されました。運行中の AZUMA 車両は現在、イースト・コースト本
線のインフラ監視と保守のデジタル化に重要な役割を果たしています。このソリューションは、最新の人工知
能(AI)カメラセンサーテクノロジーを使用しています。 
潜在的な危険の検出を自動化し、メンテナンスが必要な場所を特定することで、インフラのメンテナンスに

おいて先を見越したアプローチが可能になります。同様にこの試験では、イースト・コースト本線でメンテナンス
が必要な時期と場所を最適化するための知見やガイダンスを得ることができます。 
日立レールは、デジタルサプライヤーのクロステックと協力して、パイロットプロジェクトを進めています。クロス

テックは、ネットワーク・レールの AI テクノロジーの成功を支えている英国のスタートアップ企業であり、コンピュー
タビジョン技術を使用し、前方に設置されたビデオカメラから直接データを取得し、線路と周辺環境をリアル
タイムで監視します。

本件は、英国において 7 月 15 日 07:00 
(日本時間 7月 15日 15:00)に発表しました。 

https://www.networkrail.co.uk/stories/tackling-vegetation-management-with-artificial-intelligence/
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FFCCTV 監視ソリューションは、クロステックのテクノロジーと、システムインテグレーション、運用、顧客インタ
ーフェイスを支援する日立レールのデジタル専門知識を組み合わせて開発されました。これは、英国の中小
企業によるイノベーションを育成し、サポートするグローバルな鉄道ビジネスの優れた事例です。 
新しく開発された FFCCTV は、線路、架線、列車自体をリアルタイムで監視できる日立の幅広いデジタ

ルアセットモニタリングソリューションを提供します。これらのデジタルソリューションは、単独で、または組み合わ
せて動作し、自動化されたより正確な監視を可能にし、鉄道の近代化を支えています。
*11ポンド=205円で計算

■ネットワーク・レール Route Engineer, Johanna Priestley(ジョアンナ・プリーストリー)氏のコメント
「線路沿いの植物は鉄道網において唯一の生きている資産であり、列車に対する潜在的なリスクは常に変
化していることを理解する必要があります。車両前方の映像を使用することで、運転士の視点から「見る」こ
とができます。この技術を使用すると、運行中の鉄道路線のどこに植物が侵入していて、列車や架線などの
インフラに接触する危険性があるかを把握できます。また、信号機や踏切への接近時に、長く伸びた植物に
よって運転士の視界が損なわれている場所を特定することもできます。この取り組みにより、お客様の列車
移動の信頼性を高め、運行遅延のリスクを最小限に抑えることができます。」

■LNER Engineering Director, Linda Wain(リンダ・ウェイン)氏のコメント
「LNER では、お客様に当社のサービスをご利用いただく際に、お客様により良いサービスを提供するため、ど
のようにパフォーマンスを向上させ、革新していくかを常に検討しています。私たちは、このデジタル試験で業
界のパートナーと協力できることを嬉しく思います。電車の運転台に搭載されたテクノロジーは、インフラに関す
るリアルタイム情報や最新情報を提供し、潜在的な問題を明らかにしていきます。」

■日立レール Senior Director, Sales UK & Ireland, Nick Hughes(ニック・ヒューズ)のコメント
「私たちは、このデジタルモニタリングソリューションがお客様の混乱を減らし、より便利な移動を支えられるこ
とを誇りに思っています。この試験は、日立レールが英国のスタートアップ企業と協力し、デジタルイノベーショ
ンを支え、価値を提供する信頼できるパートナーであることを示しています。FFCCTV は新しく開発されたデジ
タルアセットモニタリングソリューションを提供するものであり、英国を走行する列車のリアルタイムのデータ収
集と可視化に変革をもたらす可能性を秘めています。」

■クロステック Haydon Bartlett-Tasker(ヘイドン・バートレット-タスカー)氏のコメント
「クロステックのチームは、パートナーと協力して、市場をリードするコンピュータビジョンインフラの検査分析をイー
スト・コースト本線に提供できることを嬉しく思います。このプロジェクトは、ネットワーク・レールとの英国東部お
よび南部地域での長年にわたる協力関係の証です。より安全で高性能な鉄道輸送の実現に向けて、ネッ
トワーク・レールが FFCCTV コンピュータビジョン技術を採用し、その利点を最前線のチームが引き続き乗客や
貨物のお客様へ提供できる重要な進歩です。」

https://www.mynewsdesk.com/uk/hitachi-rail-global/pressreleases/hitachi-rails-digital-sensors-to-spot-track-faults-cut-rail-disruption-and-improve-safety-3164984
https://www.hitachirail.com/blog/2023/on-the-cusp-of-a-revolution-in-digital-monitoring/
https://www.mynewsdesk.com/uk/hitachi-rail-global/pressreleases/world-first-as-high-speed-trains-wheel-performance-now-digitally-monitored-live-3191425
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■日立製作所について
日立は、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現する社会イノベーション事業を推進しています。

お客さまの DX を支援する「デジタルシステム&サービス」、エネルギーや鉄道で脱炭素社会の実現に貢献す
る「グリーンエナジー&モビリティ」、幅広い産業でプロダクトをデジタルでつなぎソリューションを提供する「コネク
ティブインダストリーズ」という 3 セクターの事業体制のもと、IT や OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用す
る Lumada ソリューションを通じてお客さまや社会の課題を解決します。デジタル、グリーン、イノベーションを
原動力に、お客さまとの協創で成長をめざします。3 セクターの 2023 年度(2024 年 3 月期)売上収益は 8
兆 5,643 億円、2024 年 3 月末時点で連結子会社は 573 社、全世界で約 27 万人の従業員を擁して
います。詳しくは、日立のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。

以上 

https://www.hitachi.co.jp/
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